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 韓国では、日本やその他の国と同様、一般的に出願された特許は公開を経て登録にな

ります。もちろん出願時あるいは出願から 3 年以内に（2017 年 2 月までは 5 年であっ

た）審査請求がなされたものについて審査がなされて登録になる訳ですが、公開となる

前に審査されて登録となる公報の扱いが日本とは異なります。 
 
 日本でも出願内容を既に実施している、外国出願をしている、など一定の要件のもと

で早期審査請求などをすれば通常出願より早く審査に着手して公開前に登録になるケ

ースはありますが、その数はそれほど多くはありません。それでもその数は年々増加し、

2017 年には 20000 件を超えたようです。（JPO「特許出願の早期審査・早期審理につ

いて」https://www.jpo.go.jp/system/patent/shinsa/soki/v3souki.html） 
 
 韓国でも同様に一定の要件のもと優先審査制度（特許法第 61 条）があり、公開にな

る前に登録になる案件がありますが、このような案件については登録公報が発行される

と改めて公開公報は発行されません。 
 
 日本でもほんの一時、このような取り扱い（登録公報が発行された場合には公開公報

は発行しない）がなされたことがありますが、現在では公開前登録公報が出てもその後、

公開公報も発行されています。 
 
 今から 10 年以上前のことになりますが、2010 年以前の商用データベースでは中国、

韓国の登録情報が未収録あるいは乏しいというものもありました。今の新興国情報のよ

うなものだったかもしれません。今でこそ登録情報が収録されていないデータベースは

ありませんが、そんな時代もありました。 
 
 2011 年に日本特許庁が韓国特許庁関係者を招いて開催した日韓特許シンポジウムで

「韓国では公開前登録情報については公開公報が発行されません」というプレゼンをさ

せていただいた時には多くの日本人や日本特許庁関係の方々も「えー、そうなんですか」

という状況でした。 
 逆に韓国特許庁の関係者は「そんなことは当然のこととして日本でも認識されている

はずでは・・」という驚きもあったようです。 
 

このことがきっかけになったかどうかは知る由もありませんが、その後、どの商用デ



ータベースにも中国、韓国の登録情報が収録されることになりました。 
 

 優先審査請求により出願から 1 か月以内に登録というケースもありますので、特に権

利侵害調査（クリアランス調査）では登録情報を早く収集することが求められます。商

用データベースの場合には「公開前登録案件」が発行されてからデータベースに収録さ

れ、エンドユーザーが検索（確認）するまでのタイムラグも 1 か月程度あるものもあり、

早めに「公開前登録」も確認したいという場合には韓国特許情報院が運営する KIPRIS
データベースが適切でしょう。 
 
 以下に KIPRIS から収集したデータで見てみることにしましょう。 
表１．2020 年出願案件 

 
 特定分野の今年出願された案件を見てみると多くのものが公開前登録になっている

ことがわかります。これらは公開公報が発行されません。 
 
表２．2015 年出願案件 

 
 黄色くマークした案件は「公開前登録」情報であり、これらの公開公報は出ないので

登録公報で確認することになります。また、拒絶や取下げなどの情報も出願から 1 年半



ぐらいで確認できるものもあります。 
 
公開前登録情報の抽出 
 では、このような公開前登録情報はどのように抽出するかと言えば、「(出願日情報 
and 登録日情報) not 公開日情報」とやります。PATENTSCOPE からも登録番号を検

索することで求めることができます。 
 
2019 年出願の公開前登録情報（PATENTSCOPE） 
CTR:(KR) AND AN:(10*) and PN:((100* or 101*) not 1020*) and AD:2019 
 
 原則として PATENTSCOPE が収録している特許情報は「公開特許」ですが、公開情

報がない場合には登録情報を収録しています。韓国特許の場合には PATENTSCOPE
の Publication Number に「101705696*」などと末尾にアスタリスクの付いた公報番

号がそれですが、これが登録番号です。この情報を元に求めた登録番号数と KIPRIS
から求めた公開前登録数はほぼ一致します。 
 

 
図１．公開前登録数推移（横軸は出願年） 
 
 KIPRIS 公開前登録数と PATENTSCOPE 登録数はほぼ重なっています。公開を経て

登録になった「出願公開数」と「公開前登録数」を合わせると全出願数となります。も

ちろん、ここでの「全出願数」は特許庁が発表した数値ではなく KIPRIS データベース

の出願日から求めた公開前に取下げや見做し取下げのあったものを除いた出願数です。 
 
「公開前登録」の分野別、出願人ランキング情報 



 PATENTSCOPEのAnalysis機能を利用して、公開前登録が増え始めた2005年以降、

2019 年出願における IPC ランキングをサブクラスの荒っぽい数値ですが示しました。

（2020/7/31 現在） 
 
表３．公開前登録 IPC ランキング 

 
 通常出願公開でも韓国の主力産業である半導体関係の出願が多く、それに比例して

「公開前登録」も多くなっているようです。 
 
 特定の出願人が「公開前登録」を積極的に利用しているかどうか確認してみました。 
やはり 2005 年以降、2019 年出願分ですが、どういう訳か「公開前登録」2010～2014
年出願分の「Applicant」の収録がありません。出願人の出願推移を求めようとしまし

たができませんでした。他のデータベースで後日求めたいと思います。 
 したがって、参考情報にしかなりませんが、一応示します。（2020/7/31 現在） 
 
表４．公開前登録出願人ランキング（参考情報） 



 
 PATENTSCOPE の Analysis 機能ではなく、表５の出願人ランキングを基に TOP50
を PATENTSCOPE で検索して求めました。 
 表５の公開特許出願人ランキング上位出願人の「公開前登録」も多くなっているよう

です。外国勢では、ソニー（17 件）、東京エレクトロン（3 件）、キヤノン（1 件）など

となっています。表５出願人ランキング 15 位のファーウェイ（外国勢では TOP）の「公

開前登録」は 0 件です。 
 
 2010 年以降の公開日基準を基にした出願推移を 2019 年の公開特許ランキングでソ

ートしたものを表５に示しました（KIPRIS による）。サムスン電子、LG エレクトロニ

クスの 1，2 位はほぼ変動なし。外国勢ではファーウェイ（15 位）、クアルコム（20 位）、

東京エレクトロン（22 位）、キヤノン（26 位）、ソニー（27 位）と続く。 
 上記、PATENTSCOPE および KIPRIS での出願人検索では英語表記、ハングル表記

共に異表記を網羅して検索しました。 
 
表５．韓国特許出願推移（公開日基準）2019 年でソート ・・KIPRIS による 



 
 

以上 


